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【はじめに】　　　　　　　　　　　　　　　本研究における・家族看護・の概念を次の

筆者らは、ナイチンゲール看護論を基盤に　ように定義す乱

した教育課程のなかで’家族看護学’の教育　　　r人間は、本来家族のなかに生まれて育ま

に携わっている。それは、看護の対象である　　れ、長じては自己の家族を形成しつつ社会に

人間を家族という小社会のなかでつくりつく　　貢献し、老いては家族に見守られながら生涯

られてきた存在としてとらえて看護を実践す　　を終えるようにっくられた存在である」3〕と

る能力の修得を目指すものである。　　　　　　いう人間観に則り・対象の生命力の消耗を最

　閑学5年目を経た現在、学生のなかに家族　小に時てる力を最大限に弓一き出せるよう生活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過程を整えること。
を基盤に据えて対象を理解しようとする視線

が培われつつあることを実感している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【対象】
　筆者らはこれまでナイチンゲール看護論か

ら家族看護につながる原理を学び、教育・実　『病人の看護と健康を守る看護1983年（補

践につなげてきてはいたが、ナイチンゲー一ル　遠を除く）』　（ナイチンゲール著作集第二巻、現代祉、

の著作から直接、家族看護につながる原理を　】988）

研究的に探っていくことには着手してこなかっ　　本研究に取り組むにあたり・『ナイチンゲー

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル言葉集』　（韓非坦子繍：ナイチンゲール言葉集一

　今回、改めてナイチンゲール看護論と家族看護への遺産1現代社・1995）から・‘家族看護’

看護の関係性について述べた文献を探ってみ　に関わる内容を探ってみたところ・『病人の

たところ、薄井がrナイチンゲールには人間　看護と健康を守る看護』の論文申に重要と恩

の生活を、家族を単位として根底にすえる考われるセンテンスが多く認められむこの論

え方が常にある」1iと述べていること、また、　文は・ナイチンゲールが73歳のときに「シ

近年先刊された米国の家族看護学の文献・〕に、　カゴ大博覧会のために・王立英国委員会が提

ド．ナイチンゲールの業績を引き継いでいる旨供した女性の仕事に関する論文のひとつとし

が記載されていることがわかった。しかし、　でまとめられたもの」4）とされてい乱また・

ナイチンゲールの著作と・家族看護・の関係　「四十年前の彼女自身の創造的な仕事の自己

性について研究的に取り上げた論文は見当た　評価である」5〕と位置づけられてい乱そう

らなかった。　　　　　　　　　　　　　　であるなら・そこに示されている家族看護の

　そこで、自分たちがよってたつ家族看護学論理構造を探ることで本研究の目的に到達で

の源流をナイチンゲールの著作に探り、ナイ　きるのではないかと考え・研究対象とした

チンゲー一ル看護論を基盤とした家族看護学を

允展させていくうえでの示唆を得たいと思い、　【方法】

本研究に取り組んだ　　　　　　　　　　　1．共同研究者全貴で論文を読み、　・家族看
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　護’に関わると思われる記述をキーセン　　いった内容を以下に示す。なお、抽出し

　　テンスとして抽出しカード化する。　　　　　たキーカードを点線で囲って示す。点線

2．各々のカードについて、　‘家族看護’と　　内の文頭の番号はキーカードの番号を示

　　いう観点から意味を読み取り、共通な意　　　し、文末の頁は著作集第二巻に書かれて

　　昧をもつカードをグルーピングし、各グ　　　いた頁を示す。実線内は、読み取った結

　　ループの意味内容を最もよく表すカード　　果、得られた論理である。

　　を抽出し、キーカードとする。

3．キーカード間のつながりをとらえて、　①ナイチンゲールはどのように対象をとらえ

　　‘家族看護’に関わると思われる意味内　　　ていたか：対象百

　　答を分析・考察し、構造図を作成する。

4．以上をもとに、ナイチンゲール看護論に

　　おける家族看護学の源流について考察す

　　る一，

【結果および考察】

1．キーセンテンスの抽出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず、筆者らは、（1）についてナイチンゲー
　’家族看護’に関わると思われる記述を抽
　　出したところ、69のキーセンテンスが得　ルが《ならない（原文m口sδ》という部分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を強調していることに注目した。この強調が　　られ、それをカード化した。
2．キーカードの抽出　　　　　　　　　　　何を意味するのか。ここでは「赤ん坊が生ま

　　共通な意味をもつカ＿ドをグル＿ビングれる」という日常のことに留まらず・人類の

　　したところ26グループとなり、各グル＿必然性という意味が含まれているのではない

　　プの意味内容を最もよく表す26枚のキ＿かと思われむ筆者らは・この表現から普遍

　　カードを抽出した。　　　　　　　　　性の高い意図が感じられ・ナイチンゲールの

3、　・家族看護・に関する意味内容の構造　　頭脳には生命の連続性がイメージされていた

　　各キーカードの論理を読み取りつつ、各々　のではないかと読みとった

　　の関係性をとらえて構造を探った。読み　　次に・論文中・ナイチンゲールは「病人を

　　とった意味内容の関係性をキーカードを　看護する芸術」を「本来の看護」と表現し・

　　用いて示したものが図1である。　　　　　「健康についての芸術」を「健康への看護」

　　　r病人の看護と健康を守る看護』では、　「一般看護」と著してい乱そして・　「健康

　　対象論をコア概念として、それに目的論への看護」の重要性を表現を変えながら繰り

　　が重なり、さらに方法論という重層構造返し強調して述べてい乱当時・健康への看

　　を成していることが浮き彫りとなった。　護という発想はまだ充分に普及しておらず・

　　そこで、対象論の円錐の外枠に目的論、　その理解がいかに困難だったかが想像でき乱

　　その外枠に方法論の円錐を置いた。　　　これは・以下のビショップの解題からも伺い

　　　すなわち、縦軸は、ナイチンゲ＿ルの知ることができ乱

　　頭脳に描かれている内容の抽象度を、横　この論文は彼女が73歳を越してから書かれた

　　軸は、ナイチンゲールの看護論の重層構　ものであるにも関わらず、ここには驚くべき新鮮

　　造の現象の広がりを意味する。　　　　　さと創造性とが認められる。・・ここには注目すべ

　　抽出したキーカードごとに読み取って　き発展がある1つまり彼女はここで・r保健の技

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術」が、r病者看護の芸術」とまったく同じ重要
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さをもっていると、大胆に言ってのけているので　　1きかけなけれぱならないということである。

あるノ　　　　　　　　1（・…）

にあること、そしてそれは、人間を他の生物　　この3つのセンテンスからは・「心と体と

との連関においてとらえ」7〕ていると述べて社会関係の統合体としての人問が24時間の

いるが、このセンテンスからも対象をとらえ　生活の中でつくりつくられる」という対象へ

るうえでのナイチンゲールの一貫した思考の　の視点を読みとることができた図これは後述

ありようが伺われる。　　　　　　　　　　の（9）の「一神がわれわれの身体とその身体

　そして、　r健康な人に対する看護が要求さ　の存在している世界とのつながりを定められ

れるひとつの例にすぎない。もっともこれは　た諸法則のなかで・・」という表現などからも

非常に重要な例である。」という表現から、　読みとることができ、ナイチンゲールの頭脳

r赤ん坊」はわかりやすい例というだけでは　には・外界の条件によって変化し続ける統合

なく、赤ん坊を健康に育てるための方法は、　体としての人間のとらえかたが確立していた

か弱いという点では共通なr病人」への看護　と理解することができた。

にもつながる基本ともいえるものであり、赤

ん坊の健康状態は、　r健康への看護」が充分

に行き届いているか否かを示す重要な指標と

しても位置づけられているのではないかと考

えた。

　これらより、ナイチンゲールは、　r赤ん坊」

が育まれるプロセスを見ながら、その中に潜

む生命や健康、看護の法則性を読みとってい　　ここでは、ナイチンゲールがr病人」や

たことが考えられ、（1）と（2）は、具体的な現　「赤ん坊」．という個人に目を向けるだけでは

家として表現されながら人類の根元的な法則　なく、　「家族」を看護の対象としてとらえて

性を内包して表現されているととらえた。こ　いたことがわかる。さらに、（4）でr学校や職

のようなことから、具体的現象ではあるが、　場での生活の営み」と表現していることから、

土台となるセンテンスだと考え、図1の対象　個人や家族をとりまく小社会との関係性で人

諭の円錐の最下層に位置づけた。　　　　　　間の健康をとらえていたことがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは、＜人間の健康を維持していくた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めの方法は自然に身につくものではないから、

箏溌残劾箒1薫1繁1111；ll1
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を読みとった。

1（8）女性は・本職の看護婦が・病気の法則・

　ここで、「母親」　「女教師」r保母」と女

性の役割や職業を並べて述べていることに注

目した。一見、強調として例を変えて述べて

いるかと考えられたが、ここには「女性」と

しての生物学的な普遍性が意図されているよ

うに思われてきた。それは、（1）「人間誰しも

生まれてこなければならないのだから・・」や

（2ジ家族の生命についてのこの偉大な女主人、

彼女からすべての人が生まれてきた・・」とい

うくだりからも例えた。

対象論として以下の内容が読みとれた。

対象を人類の普遍的な法則性という観点か

らとらえて、心と体と社会関係をもつその

人が、24時間の生活の中で健康状態が左

右され、それは家族や職場や学校などの小

社会とのつながりにおいて変化し続けてい

る。そして、健康状態は、外界の状態と連

動して変化し続けているので、その条件を

読みとる必要があり、その力は人間に備わっ

ている。

②ナイチンゲールは看護をどのようにとらえ

　　ていたか：日的論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで、ナイチンゲールは「病気」と「健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　康」を、固定的なものとしてとらえるのでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なく、人間に内在する自然治癒力に着目して、

この論文がr女性の使命」というテーマにその変化の状態としてとらえていることがわ

あてて書かれたものであることと重ねて考え

ると、ここでもナイチンゲールが人類の普遍

的な法則生を頭脳におきつつr女性の使命」

を表現しているということが見えてきた。

　ここでは、＜人間の健康を守る要は「女性」

であり、女性は「生命の法則」　「健康の法則」

を読みとり、かつ、それは外界とのつながり

において変化し続けているからその条件を読

みとることが必要である。それは容易なこと

ではないが、その力は与えられているはずで

ある。＞という意味を読みとった。

以上より、ナイチンゲールがとらえていた

かった。

　r病気」やr健康」をそのように位置づけ

たうえで、看護について以下のように論述し

ている。
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　ここでは、ナイチンゲールは、病人への援

助は健康な人を病気のない状態に保っておこ

うとすることと同じであると、病人の看護と

健康な人への看護の共通な性質について言及

している。これは、自然治癒力という人問に

備わっている働きに着目して病気を健康な状

以上より、ナイチンゲールがとらえていた

目的論として以下の内容が読みとれた。

　あらゆる人間に働く自然治癒力という法

則性を押さえた上で、病気を健康な状態か

らの変化としてとらえ、人間のあらゆる健

康のレベルを看護の対象として、自然治癒

力が働きやすいように最も望ましい条件に

生命をおくことである。

態からの変化としてとらえているが故に見出③ナイチンゲールは看護の方法についてどの

せた法則性なのであろう。そして、健康を守

る看護が、家族や家庭生活と密接な関係性に

あることを示していると読みとることができ
た。

　ここでは、ナイチンゲールは健康への要求

も病気についての要求も、人間のもつ根元的

なものであると位置づけていると読みとった。

また、病気についての要求に対して健康への

要求を「もっと古くからの、もっと大きなひ

とつの要求」と表現している点にも注目した。

これは、病気を健康な状態からの変化として

とらえた場合、より普遍的なものとしての健

康への要求という位置づけがナイチンゲール

の頭脳のなかで定まっていたのではないだろ

うか。

　そして、両者の看護について以下のように

述べている。

　　ようにとらえていたか：方法竜

　　い。講義や書物が補助的なものとして使わ

熱帯ζ婁二：幾『

　この4つのセンテンスから、以下の内容を

読みとった。

　健康は24時間の生活のなかで決定されてい
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くが、日常の正常な状態はとらえにくく（ナ

イチンゲールは「すべてのことが健康より優

先されている。・・われわれは正しいことを確

信する前にまず誤謬について確信するもの」

と述べている）、健康を守る看護にはなって

いない。生活者も専門家も健康を守る看護の

ルを看護の対象として、自然治癒力が働きや

すいように最も望ましい条件に生命をおくた

めに、生活者自らが健康の法則を意識して実

践でき、習慣化できることが必要である。そ

のための専門職の力が求められている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下の2つのセンテンスについて、対象
重要性を感じてはおらず・その教育はよくて論、目的論、方法論が統合された内容であ

関心を抱かせる段階に留まっており・真の意　り、普遍性の高い内容として円錐の上層に

味で生活の中で応用し・習慣化されていくよ　位置づけた。

うな知識とはなっていない。生活する人々の　、・・・・…．．．．、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（25）赤ん坊を健康に育てるための方法を、
中で意識化されて習慣化されることが、健康　1

鴬落籔111祭1環帯嘩率
生活者自らが考えていくことができるような　’．一’I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで、「赤ん坊を健康に育てるための方
専門職の力が求められている。病気の看護に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法」を、単に赤ん坊が元気で、病気にかから
ついても同様のことが言える。病人への看護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないことととらえるとナイチンゲールの意図
も健康への看護も生活現象とともにあるので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の深みがみえてこない。（12）の健康の定義を
あるから、その人の生活から切り離して考え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重ねてみると、「赤ん坊を健康に育てるため
たり、教えたりすることは意味がない。

1淳媒淡勢簑簑1111籔
　このセンテンスからは、家族の健康を守る用できるように育まれていけば、大人になり、

のは、世代を越えたあらゆる女性の使命であ　家族を形成したときにも、また同様に赤ん塊

り、かつ、家庭だけでおこなえばよいという　を健康に、持てるカを充分に活用できるよう

ことではなく、家族たちが生活するあらゆる　に育んでいくことができるであろう。赤ん坊

場で考えていく必要があるという意味を読み　を健康に育てるということは、世代を越えて

とった。また、「母親、少女、女主人、教師、　脈々とつながるものであり、ひいては国民全

保母」という表現には、自分以外の他者への体の健康を左右する重要なものであるという

健康に関わる女性が場や条件を変えて担う殺意図が込められているのではないだろうか。

割という社会関係の広がりと、人間のライフ　　そして、そのような社会が形成されること、

サイクルという視点が同時に注がれているよ

うに思われた。

そのために願いを託して、以下のように提示

している。

　以上より、ナイチンゲールがとらえていた

方法論として次の内容が読みとれた。

　日常生活のなかで健康状態が決定されると

いう認識にたち、人間のあらゆる健康のレベ
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壮大で、ゆるぎない看護の本質的目標であ

るが、これは現在の私たちの身の回りでおき

ている日常のこまごましたことからひとつひ

とつ積み重ねていくことを通して、創りあげ

られていくのではないだろうか。

④ナイチンゲール看護論における家族看護学

　の源流

　『病人の看護と健康を守る看護』は同じ内

容をさまざまな現象を用いつつ多様な角度か

ら述べているので、読み始めた当初、難解な

印象を持っていたが、意味内容を読みとって

いくにしたがって非常に論理的な構成になっ

ていることがわかった。

　すなわち、一貫した論理の流れのなかで現

象から普遍性へと自在にのぼりおりする認識

るといえよう。
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護」の概念のなかに、「家族のなかに生まれ

て、24時間の生活のなかでつくりつくられる
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研究対象としたナイチンゲールの著作には

’家族看護’という表現は用いられてはいな

いが、家族という小社会を視野に入れた看護

の発想はナイチンゲールにおいてすでに形成

され、確立さていたこと、また、人間の健康

にとっての家族のもつ意味が明確に立体像と

して示されていたことが理解できた。

　家族看護学の今後の発展の方向性として、

さらに‘家族看護’という観点からナイチン

ゲールの著作を探って現代につながる原理を

学ぶと同時に、ナイチンゲール看護論をぺ一

スに実践を重ね、専門職としての能力の育成

や学的研鎖を積んでいくことが求められてい

7）薄井坦子：ナイチンゲール看護論の学的

　構造一目的論・対象論・方法論の立体像を

　探って一、ナイチンゲール研究、第5号、

　53．　1999．6）

8）薄井坦子：ナイチンゲール研究はどこまで

　進んでいるか一理論看護学の立場から一、

　ナイチンゲール研究、第2号、4．1994．
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